
1．はじめに

大型放射光施設SPring-8が学術の発展や産業の振興に

いかに貢献しているかについて国民の理解を得るととも

に、放射光利用者の裾野の拡大に資するため、広報活動を

通じた的確な情報発信は極めて重要である。

2011年度は、2010年度に引き続き、放射光利用の研究

成果、利用者の支援活動、施設の運転状況、各種イベント

開催など、SPring-8における活動情報の分かりやすく、タ

イムリーな発信に努めた。また、2012年３月の供用開始

に伴い、X線自由電子レーザー施設SACLAの社会的な関

心が高まる中、このような状況に沿って普及・啓発活動を

実施した。

2．マスメディアへの情報発信

2-1　プレス発表

SPring-8を利用した研究成果や施設公開などのイベント

情報などを東京、大阪及び地元兵庫のマスメディアに対し

て発信した。2011年度の発表件数は35件（記者会見２件、

資料配付33件）であった。

これらの内、特に、東京工業大学の廣瀬敬教授らによる

発表「地球液体核に二層対流～地球磁場変動に大きな影響

～」及び京都大学の北川進教授らによる発表「ひねりの効

いたガスセンサーの開発－大気ガス中から二酸化炭素のみ

を検出－」のほか、JASRIの高田昌樹利用研究促進部門長

及び二宮利男ナノ・フォレンシック・サイエンスグループ

リーダーらによる発表「SPring-8で科学鑑定に特化した支

援グループを創設－ナノ・フォレンシック・サイエンスグ

ループが活動を開始－」は多くのマスメディアで取り上げ

られ、大きな反響を呼んだ。

2-2　取材対応

SPring-8で行われる、新聞、テレビ、雑誌といったマス

メディアによる取材対応を行った。電話での取材を含め、

2011年度の取材件数は27件を数え、その内訳は、新聞７

件、雑誌など出版物６件、テレビ10件、ラジオ１件、記

者を招き所内関係者が行う説明会などが３件であった。

東京工業大学の廣瀬敬教授、広島大学の高橋嘉夫教授な

ど、SPring-8で優れた成果を上げられた研究者を対象とし

たTV番組の制作に関する協力依頼が多く、また、JASRI

に新しく設けられたナノ・フォレンシック・サイエンス研

究グループに対しては多くのメディアから取材があった。

課題解決に活用され、優れた研究成果を創出する施設とし

て変わらず高い注目が集まった。

3．広報資料の制作

広報資料として、SPring-8 NEWS（和文）、SPring-8パ

ンフレット（一般向け（和文）、詳細版のデジタルパンフ

レット（和文・英文））、SPring-8産業利用成果集（和文・

英文）、SPring-8学術成果集（和文）、普及棟展示室案内パ

ンフレット（和文）、SPring-8関連の写真、研究成果など

の各種パネルなどを制作した。

SPring-8 NEWSは、SPring-8の活動を広く知ってもら

い、一般読者の関心を惹きつけるために、分かりやすく紹

介する隔月誌である。2011年度も奇数月毎に年６回発行

した。その内、59号及び61号でそれぞれ取り上げた「光

合成の中核をなすタンパク質複合体の構造を解明」及び

「小惑星イトカワの微粒子が物語る宇宙」に関する研究成

果は、サイエンス誌の「2011年10大業績」に選定された

こともあり、非常に多くの方に読んでいただくところとな

り反響も大きかった（図1）。

SPring-8産業利用成果集（2011年度版）に新たな利用

成果事例２件（「次世代MOSFETの分析手法を確立」、及

び「タングステンの高効率リサイクル技術を開発」）を追

加し、統計データなどを更新して2011年度版冊子及びオ

ンライン版（PDF版）を発行した（和文・英文とも）。

2009年度に編纂委員会の下に電子ファイルとして編纂し
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８．広報活動

独立行政法人 理化学研究所（RIKEN）
登録施設利用促進機関
財団法人 高輝度光科学研究センター(JASRI)

研究成果・トピックス
光合成の中核をなす複合体の構造を解明
～人工光合成への大きな一歩を踏み出した～

行事報告

第９回ひょうご SPring-8ご 賞
第９回産学官連携功労者表彰

SPring-8 Flash

第８回SPring-8産業利用報告会
第５回放射光科学アジアオセアニアフォーラム
　ケイロンスクール2011

お知らせ

http://www.spring8.or.jp/ja/sp8news

SPring-8 News アドレス

2011 . 1 1
59SPring-8

NEWS

光のひろば
　最新の研究者インタビュー動画を公開！

独立行政法人 理化学研究所（RIKEN）
登録施設利用促進機関
財団法人 高輝度光科学研究センター(JASRI)

研究成果・トピックス
小惑星イトカワの微粒子が物語る宇宙
　～200ミクロンの奇跡～

お知らせ

http://www.spring8.or.jp/ja/sp8news

SPring-8 News アドレス

2012 .３
61SPring-8

NEWS

第20回SPring-8施設公開
　－すぐそこに　夢の光と科学の未来－
光のひろば
　最新の研究者インタビュー動画を公開！

光学顕微鏡で見たイトカワ微粒子

微粒子のCT透視画像（左）と鳥瞰図（右）

イラスト：池下章裕／ＪＡＸＡ

図1　SPring-8 NEWS誌No.59、No.61の表紙．それぞれの号で
取り上げた研究成果トピックス「光合成の中核をなすタン
パク質複合体の構造を解明」と「小惑星イトカワの微粒子
が物語る宇宙」に関する研究成果は、米サイエンス誌で
2011年10大業績に選定された。



たSPring-8学術成果集（和文）は、冊子とオンライン版

（HTML版及びPDF版）を発行した。また、英語版の編

集を行い、電子ファイルとして制作した。

SPring-8では、国際結晶学会（IUCr）が年６回発行す

る論文誌「Journal of Synchrotron Radiation」にSPring-8

の施設情報を2004年以来毎号掲載し、SPring-8の広報活

動のみならず放射光科学の普及に貢献している。2011年

度は、SPring-8で得られた研究成果６件（生命科学３件、

材料科学３件）を取り上げた。

4．ホームページの管理運営

SPring-8において、利用者支援から一般向け広報に至る

まで、幅広い情報の提供をホームページを活用して行って

いる。2011年度は、SPring-8 ホームページに関する各種

の検討を行うことを目的としてSPring-8WWW編集委員

会を３回開催し、利用者及び潜在的利用者の利便性を考慮

し、利用事例の横断的な検索機能の追加、「実験施設・利

用支援」コンテンツの更新、サーバーの更新及び不正アク

セス監視機能の強化を行った。

2010年度末に開設した一般向けコーナー「光のひろば」

については、内容をより充実し、広く一般の方々に対し

「SPring-8がどのような施設で、どのように活用されてい

るのか」を理解できるよう、コンテンツの整備を継続して

行った。

「身近なSPring-8シリーズ」では、SPring-8での研究成果

と社会に普及している商品や製品との関係を分かりやすく

説明する記事を掲載している。また、「SPring-8研究者イ

ンタビューシリーズ」では、SPring-8を利用して最先端の

研究分野で優れた成果を創出している研究者の言葉や素顔

を伝える動画をYouTubeを活用して掲載している（図2）。

2011年度には、

相田　卓三　東京大学大学院工学系研究科教授

豊島　　近　東京大学分子細胞生物学研究所教授

北川　　進　京都大学物質－細胞統合システム拠点副拠

点長/教授

細野　秀雄　東京工業大学応用セラミックス研究所教授

小久見善八　京都大学産官学連携本部 特任教授

廣瀬　　敬　東京工業大学教授

の６人の研究者に出演していただいた。

これらの制作にあたっては、一般の方々にも分かりやす

い図や配色を重視し、見やすさとそのデザインにおいて一

定の評価と好感度を獲得したと感じている。

2011年度のSPring-8 ホームページアクセス数は、ユー

ザーの延べ訪問回数であるセッション数が815,676件、ユ

ーザーがページを閲覧した回数であるページビュー数が

2,566,392件であった。これらを１日あたりに換算するとそ

れぞれ2,235件、7,031件となる（2010年度は１日あたりそ

れぞれ2,017件、6,784件）。SPring-8ホームページ主要コ

ンテンツの更新件数は、日本語ページ及び英語ページ合わ

せて939件（月平均78件）であった。「プレスリリース・

トピックス」欄に掲載されたSPring-8の研究成果に関わ

るプレス発表記事は65件であった。

5．見学者の受け入れ

5-1　見学者の受付及び案内

2010年度から引き続き、SPring-8及びSACLAを標準２

時間で案内する予約見学ツアーを実施した。

2011年度の見学受け入れ数は、施設公開を除いて11,102

人であり、2010年度の11,694人を僅かに下回った。これ

までの来訪者の推移を図3に示す。2010年度よりも見学者

数が減少した理由としては、播磨科学公園都市PR館オプ

トピア経由で訪問する見学者の減少が影響していると考え

られる。しかし、後述のとおり、SPring-8施設公開の来場

者数の増加から、SPring-8に対する社会の関心は変わらず

高いと言える。
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図2　SPring-8ホームページ「光のひろば」コーナーの「研究
者インタビューシリーズ」．SPring-8を利用して最先端の
研究分野で優れた成果を創出している研究者の言葉や素
顔を伝える動画をYouTubeを活用して掲載。

図3　見学者数の年次推移



5-2　展示室の運営等

SACLAの完成、供用開始に対応して、展示室の

SPring-8キャンパス模型（ジオラマ）のSACLAに係る追

加・修正と説明ナレーション（日本語版、英語版とも）の

改訂、並びに航空写真パネルの更新を行った。

SPring-8における測定技術の理解に役立てるため、可搬

型の「放電管模型」を製作した。Super Science High

School（SSH）指定高校の生徒や大学生の見学対応に際し

て、展示室において既に整備した「可搬型蛍光X線分析装

置」と併せて本模型を活用した蛍光X線分析実験デモを行

い、SPring-8に対する理解・増進に努めた（図4）。また、

子ども霞が関見学デーやサマー・サイエンスキャンプ、サ

イエンスフェアin兵庫などのイベントでもこれらを活用

した。

6．広報行事

6-1　施設公開

４月30日（土）、科学技術週間にちなんで、19回目とな

るSPring-8施設公開を理研とJASRIの共催で、キャンパ

ス内の各機関の協力を得て開催した。天候も良く、2010

年度を200名以上も上回る4,497名もの来場者で大いに盛

り上がった。SPring-8の実験ホールや加速器施設、

SACLAの公開のほか、上坪講堂での科学講演会（「環境

と放射光：レアアースから黄砂まで」、「赤ん坊が息をはじ

めるとき」、「はやぶさ計画とサンプルの初期分析：放射光

を用いた非破壊分析」、「ナノ空間ですすめる空気の錬金

術」）も好評で、SPring-8から創出された研究成果をアピ

ールできる良い機会となった。その他各会場では、実際に

手で触れることができるような体験イベントや工作コーナ

ーを数多く設けていたこともあり、これらのコーナーは科

学の不思議に興味津々の子供たちで絶えず一杯の状況であ

った（図5）。

6-2　サマー・サイエンスキャンプ

高校生が、体験実習や研究者との交流を通して、科学技

術分野への理解を深めることを目的としたサイエンスキャ

ンプを、８月９日～11日の３日間の日程で開催した。

2010年度に引き続き、（独）科学技術振興機構主催の「サ

マー・サイエンスキャンプ」の受け入れ機関・会場として

行うものと、理研、JASRI、及び（財）ひょうご科学技術

協会の共催で従来から行われている「高校生のためのサイ

エンス・サマーキャンプ」との同時開催とした。兵庫県内

の高校生14名、兵庫県以外からは、北は青森から南は宮

崎まで10名の合計24名の参加があった（図6）。
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図5　第19回SPring-8施設公開

図6　高校生のためのサマー・サイエンスキャンプ

図4　放射光普及棟展示室での「可搬型蛍光X線分析装置」を
用いたデモ実験



6-3　出張授業

出張授業は、SPring-8の研究者などが小中学校に出向き、

科学技術についての実験を含めた授業を行うもので、1999

年度から実施している。

2011年度は、播磨高原東小学校のサイエンス・アドベ

ンチャー・スクール（SAS）授業に協力し、2012年２月

23日（木）、理化学研究所播磨研究所の研究員が講師とな

り、３、４年生36名、５、６年生45名を対象に２回に分

けて、生物の不思議について授業を行った。果物から

DNAを取り出す実験は非常に好評で、生徒たちはDNA

が抽出される様子に見入っていた。

6-4　展示会・イベントへの出展

企業や一般の方々を対象に SPring-8の理解を深め、

SPring-8を利用して得られた成果や利用の方法を宣伝し、

利用者を増やすため、VACUUM2011－真空展（８月31

日～９月２日、東京）、日本放射光学会（2012年１月６日

～９日、鳥栖市）などで展示を行った。また、北九州イノ

ベーションギャラリーにおける「科学を支える日本の技術

展」（2012年１月14日～３月11日、北九州市）に出展し、

SPring-8及びSACLAの施設紹介を行った。さらに、地元

との交流を深める目的で、西播磨オータムフェスタin光

都（10月29日～30日、佐用町光都）に初めて出展した。

また、青少年の科学技術への関心を高め、理解増進を図

るため、青少年のための科学の祭典2011（７月30日、於

西はりま会場大会）、子ども霞が関見学デー（８月17～18

日、文部科学省）、サイエンスフェアin兵庫（2012年２月

５日、神戸）（図7）などのイベントに出展した。

7．まとめ

これまでに述べたように、SPring-8における活動や放射

光科学の普及・啓発に関して、種々の手段により分かりやす

い情報発信に努めた。引き続き、さらに効果的・効率的でタ

イムリーな情報発信の実現に向けた取り組みを進めたい。

広報室

木村　豊秋
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図7　サイエンスフェアin兵庫（2012年２月５日、神戸）への
出展




